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庄内
（偶数月に発行します）

山形県庄内総合支庁広報誌

10月号

令和８年

総合支庁ニュース

豊饒の地、庄内から

庄内空港開港３５周年 !

＜記念セレモニーの開催＞  

10月３日(土)、庄内空港ターミナルビルにおいて「庄内空港開港35周年記念セレモニー」を開催しました。

折原副知事による挨拶の後、関係者によるくす玉開披、搭乗者への記念品配布を行いました。

＜庄内空港親子バックヤードツアーの開催＞

 ８月29日(土)と９月26日(土)に、「庄内空港開港35周年記念親子

バックヤードツアー」を開催しました。普段は入ることのできない空港

のバックヤードを親子で見学できる特別企画で、各回約30名の方に参加

いただきました。飛行機が安全に運航するために多くの人が関わってい

ることや、空港が地域で果たしている役割について知っていただく機会

となりました。

＜庄内空港利用促進キャンペーンを展開！＞

庄内空港開港35周年を記念し、庄内空港の利用促進のため、下記を

はじめとした各種キャンペーンを展開しています。詳しくは県ホームページをご覧ください。

総務課連携支援室  0235-66-5442

空港を利用して
節目を祝おう！

また、当日は「空の日フェスタ」も開催され、多くの県民で賑わうと

ともに、特別デザイン機の到着を放水アーチで歓迎するなど、空港全体

がお祝いムードに包まれました。

【祝】

県ＨＰ

抽選で、冬季の庄内発羽田行きを

お得に利用できるキャッシュバック

キャン ペーンを実施し、約1,000名

の方からご応募いただきました。

庄内発羽田行きが実質3,500円

大手旅行サイトと連携し、

庄内空港発着の航空券付き

宿泊プランで利用できる割引

クーポンを発行しています。

  先着100名に、冬季の搭乗

を早期に予約された方へ電子

ギフトをプレゼントします。

冬こそ旅してお得 早期予約で電子ギフト

庄内空港は、10月1日に開港35周年を迎えました。庄内地域の空の玄関口として、平成3年の開港以来、多くの皆

様に利用されてきた庄内空港は、現在、庄内－羽田線が１日５往復期間増便で運航され、ビジネスや観光、帰省など、

地域の暮らしや交流を支える重要な交通基盤となっています。

県では、関係者と連携し、利用促進や観光誘客、二次交通の充実に加え機能強化の取組みを進めています。庄内空

港利用振興協議会では、この35周年を一つの節目として、更なる利用拡大につなげるため、各種記念事業を展開し

ています。

開港35周年を迎えた庄内空港を、これからもみんなで利用し、盛り上げていきましょう！



  

庄内総合支庁ニュース 10月号 （2）

令和６年７月の大雨災害で被災した、庄内管内の約700haの農地の

うち約９割の復旧が完了しました。特に甚大な被害に見舞われた酒田

市八幡地域大沢地区において、県が酒田市から受託した工事では、今

年７月に復旧が完了し、営農が再開され、10月上旬にかけて３年ぶり

令和６年７月大雨で被災
した農地で稲の収穫

農村計画課 事業担当  0235-66-5542

７月31日(金)に開催された、庄内海岸林再生プロジェクト会議専門部会の合同幹事会において、

「庄内海岸林再生プロジェクト基本方針」(案) を取りまとめました。

基本方針(案) には、①砂草地から⑤丘頂部・風背地までの区域ごとに、クロマツとそれ以外の

広葉樹等目指す森林の姿のほか、植林や自然に生えてきた広葉樹を活用するなど再生に向けて取

り組む事項などを記載しています。基本方針は、この(案) を踏まえて、広葉樹等の植栽試験や苗

木の安定供給体制の検討などを行いながら、年度内に最終決定されます。

庄内海岸林再生プロジェクトの取組状況をお知らせします！

森林整備課 林政企画担当
 0235-66-5526  

基本方針（案）に記載された目指す森林の姿

に稲の収穫作業

   が行われました。

◆２つの専門部会の取組み

「森林再生部会」において、７月31日(金)に

再生予定地の現地検討を行いました。

「出羽庄内公益の森づくり部会」では、７月

18日(土)に鶴岡市主催で鶴岡市市民向け学習

会の開催、7月31日(金)にはミライニ主催で

酒田観光ガイド向け研修会の開催のほか、

９月19日(土)に酒田市光ケ丘松林整備ボラン

ティアで下刈りや枯れ枝拾い等の清掃活動を

行いました。今後も庄内海岸林の再生に向け、

関係団体が連携し取り組んでまいります。

酒田市光ケ丘松林整備ボランティア （9月19日(土)）

復旧後に営農再開された農地 （R8.10.1撮影）

流入した土砂などの撤去を行った復旧したばかりの農地は、

被災前と土壌の状況が変わり、耕作者からは「稲の生育に少し

ばらつきを感じたため、時間をかけた土づくりが必要」との声

がありました。県としましては、復旧農地において、作付品目

に応じた栽培管理などの技術指導を行っていくとともに、市町

や地元及び関係機関と情報共有・連携しながら、引き続き早期

営農再開と、品質・収量の確保に取り組んでまいります。
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７月から開催してきた「山形庄内夏の観光キャンペーン」が、

９月末をもって盛況のうちに終了しました。

期間中は、「音旅×海里」ガストロノミーツアーや「リゾート

庄内」「庄内Shu＊Kura」などの特別列車、仙台～羽黒山頂号

観光バスや、鶴岡と羽黒山～湯殿山を結ぶシャトルバスの運行

をはじめ、俳優・竹野内豊さんを起用したテレビＣＭの放送、

首都圏の主要駅におけるポスター掲出とデジタルサイネージに

よる情報発信など、庄内の魅力を幅広くＰＲしました。

さらに来年秋には、庄内５市町と戸沢村、新潟県の村上市・

関川村・粟島浦村の計９市町村がＪＲ東日本の重点共創エリア

に指定され、10月1日から12月15日まで秋の観光キャンペーン

が展開されます。引き続き、庄内地域への誘客拡大に向けた

取組みにご期待ください！ 

山形庄内夏の観光キャンペーンフィナーレ

地域産業経済課 産業振興担当  0235-66-5487

～ この夏、わくわくする仕事に会いに行こう ～

夏休み企業見学会
「WAKU  WAKU Open  Company」を開催しました！
８月１日(土)から８月９日(日)まで、庄内地域の児童・生徒及び学生が、保護

者とともに地元企業を訪問し、理解を深めるための夏休み企業見学会「WAKU 

WAKU Open Company」を開催しました。この見学会には、庄内管内34社の

企業と、のべ178組400名の皆様から参加いただきました。中には、昨年度参加

した企業に実際に就職し、今年は迎える側となった方がいたほか、「地元企業の

良さを、親子共に学ぶ機会になりました。」「我が子にとって、将来働くイメー

ジが具体的に持てたようで、進路の選択肢が広がりました。」などと、好評をい

ただきました。

今後も、地域の企業・団体の皆様と連携しながら、地元企業への理解がさらに

深まるよう、情報発信に取り組んでまいります。

～ 庄内の女子中学生が自分らしく働く女性たちに会いに行く ～

女子中学生を対象に、庄内地域の女性が活躍する企業や魅力ある働き方・生き方をしている方を訪問

するバスツアーを開催しました。鶴岡コース（８月18日(火)、11名参加）は、庄内地域の女性起業家や（一社）鶴岡

サイエンスパークを訪問しました。酒田コース（８月19日(水)、16名参加）は東北公益文科大学、庄内空港、サンロ

地域産業経済課観光振興室  0235-66-2126

「わくわく庄内体験 未来に出会うバスツアー」を開催しました ！

こども家庭支援課 子育て支援・女性青少年担当  0235-66-2117

クＩＴ女子を訪問しました。

各訪問先で、働くうえで大切にして

いる思いや地域の魅力などについてお

話をお聞きし、参加者からは「仕事の

やりがいを知り、将来について深く考

えるきっかけになった」との声が聞か

れ、若い世代の女性が地元との繋がり

や自身の将来像を描く貴重な一日とな

りました。 

来年は秋開催！
大型観光キャンペーン  乞うご期待！

（写真上）R8.9.13特別列車「遊佐Shu＊Kura」車内おもてなし

（左下）午歳御縁年の国宝羽黒山五重塔 （右下）玉簾の滝ライトアップ
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クマ に出会わないように注意！

冬眠前のクマは、餌を求めて活発に動きます。

「クマ被害防止７ヶ条」を確認し、出没情報の確認、複数

人での行動、音の出る物の携帯等クマから身を守る行動を

心がけましょう。

秋はキノコの実りの季節です。例年、毒キノコによる食

中毒が発生する時期でもあります。

毒キノコに注意！知らないキノコ
は採らない、食べない、あげない

生活衛生課 食品衛生担当  0235-66-4934

「その不安を話すだけでもいいんです。」

DVなのか、性暴力なのか、分からなくても不安な気持

ちを抱えたら、相談窓口に話してみませんか？

すべて話さなくてもいい。決断を急がなくてもいい。

その先のことは、話してから考えても大丈夫です。

お待ちかねのシーズン到来！

庄内浜ブランド創出協議会では、庄内浜が誇るブラン

ド魚のキャンペーンを今年も開催いたします！

ぜひ、庄内浜の自慢のブランド魚をご堪能下さい！

こども家庭支援課
  子育て支援・女性青少年担当  0235-66-2117

11月12日～25日は 「女性に対する 
暴力をなくす運動」期間です

環境課 環境企画・自然環境担当  0235-66-4744

＜ツキヨタケ＞

冬眠前のクマから身を守る
「クマ被害防止７ヶ条」   

お知らせコーナー

特に県内では「ツキヨタ

ケ」による食中毒が多く発

生しており、「ムキタケ」

「ヒラタケ」及び「シイタ

ケ」と間違われています。

知らないキノコは、「採

らない、食べない、あげな

い」を徹底しましょう。

◆食の都庄内 庄内おばこサワラキャンペーン

～庄内産スダチの認知度向上を目指して～

庄内総合支庁では、生産拡大と利用促進を進めている

「北限のすだち」の認知度の向上を図るため、このたび

ロゴマークを作成しました。

今後は、販売促進のほか、

イベントや広報等でのＰＲ素材

として幅広く活用していきます。

青果店やスーパー等で、

ロゴマークシールを使った

すだちを見かけたら、ぜひお

求めいただき、爽やかな香りを

楽しんでください。

「北限のすだち」 ロゴマーク
ができました！

庄内浜ブランド創出協議会事務局

 （水産技術振興センター水産振興部）  0234-24-6045

◆食の都庄内 庄内北前ガニキャンペーン

詳しくは
  こちら  →

☞

庄内浜の旬を食べに行こう！

地域産業経済課
農産物利用拡大・調整担当  0235-66-4723

※漁の状況により提供内容が異なりますので、事前に店舗へ

お問い合わせください。

10月15日(木) 
～

12月18日(金)

10月15日(木)   
～

1月15日(金)

詳しくは
  こちら  →
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